
 

5 月 26 日（日） 西播磨スポーツ活動支援部研修〈対面開催〉 

          講師：三星 健吾先生 『第 31回WBSC U18ベールボールワールドカップ 

帯同報告~理学療法士がみた優勝までの軌跡〜』 

8 月 25 日（日） 西播磨支部研修会〈ＺＯＯＭ開催〉 

          講師：木村 大輔先生 『実践に活かすクリニカルリーズニング~臨床現場や症

例報告への活用とグループワークを通じた共同学習〜』 

9 月 5 日（木）  管理者ネットワーク会議『診療報酬・介護報酬改定についての意見交換』 

9 月 6 日（金） 西播磨支部新人発表説明会 

9 月 15 日（日） 兵庫県理学療法学術大会 

11 月 7 日（木） 西播磨支部勉強会 ＆ 西播磨支部交流会 

11 月 10 日（日） コミュニティ向上事業 西播磨支部フットサル大会  

11 月 14 日（日） 中播磨・西播磨合同研修会〈ＺＯＯＭ開催〉 

11 月 24 日（日） 赤穂しあわせフェスティバル  

1 月 19 日（日） 西播磨支部学習交流会 ＆支部主催症例検討会 

1 月 31 日（金） 西播磨支部勉強会〈ZOOM 開催〉 

2 月 12 日（水） 西播磨支部勉強会〈ＺＯＯＭ開催〉 

2 月 21 日（金） コミュニティ向上事業 新人発表慰労会・会員交流会 

3 月 26 日（水） 管理者ネットワーク会議 

 

その他、西播磨支部ホームページ・ＦＡＣＥ ＢＯＯＫの更新、ミニコミ誌「西結記」80号・81号

発行、支部内連絡網作成などを行いました。 

各事業の詳細は事業報告として西結記や支部 HP に掲載しておりますので是非ご覧ください。 

支部長 反橋 浩二 

会員の皆様におかれましては日頃より支部活動にご理解ご協力を賜りまして誠にありが

とうございます。  

今年度の西播磨支部の活動は昨年度同様に、オンラインを利用した研修会、勉強会を開催

しながら、対面での開催も出来ました。研修会を３回、勉強会を３回、職能課研修会２回、

新人説明会、新人発表会、支部主催症例検討会、オンライン交流会、公益事業として赤穂し

あわせフェスティバルでブース出展、車椅子体験、県学会での運営スタッフとしての関わり、

ミニコミ誌「西結記」の発行、運営委員会６回、市町担当連携会議、県士会との連携会議、

などの事業を行いました。新人発表会と症例検討会については対面にて開催し会員の皆さま

と実際にお会いしての研修会を開催することが出来ました。公益事業の小学校での車いす体

験も数年ぶりに再開することが出来ました。今年度より新規事業としてコミュニティ向上事

業を開催しました。11 月にフットサル大会、２月に新人発表慰労会＆会員交流会を開催す

ることができ会員間の横つながりを作る機会を設けることが出来ました。スポーツ活動支援

課では西播磨支部エリアにて開催された中学生年代のサッカー大会のサポートに計４日間

関わることが出来ました。サッカーサポート事業は来年度以降も継続のサポートになる予定

です。 また、代議員の先生方にも研修会や勉強会にご参加いただき西播磨支部会員の皆さ

まにとって有益となる研修会などが開催できる支部運営について情報交換もできました。支

部長としては、他団体との各種会議に昨年同様に参加し地域や社会が理学療法士の存在を求

めているということを再確認することができました。これも会員の皆様が日々の業務を丁寧

に行っている結果だと感じています。地域や行政、他団体との関りについても会員の皆さま

と情報を共有できる機会を設けていければと思っています。  

 西播磨支部では現在、教育分野、認知症分野、地域リハ分野、スポーツ分野で研修会や勉

強会を毎年継続して開催しています。支部で開催する研修会、勉強会、交流会等では会員の

皆様のそれぞれの日頃の業務にあった情報提供や情報交換ができ、施設間、会員間での横つ

ながりを広げていける機会にしたいと思っていますので来年度は今年以上にたくさんの会

員の皆さまにお気軽にご参加いただきますと幸いです。  

最後になりましたが、西播磨支部運営委員一同会員皆様の活動を支えることのできる組織

でありたいと思っています。西播磨支部会員皆様の健康と明るい未来を祈念し本年度の振り

返りとさせていただきます。一年間ありがとうございました。 

支部活動 ～振り返り～  

 

・揖西東小学校：令和 6 年 6 月 11 日 対象：小学校 6 年生 34 名 

・龍野小学校：令和 6 年 10 月 8 日  対象：小学校 4 年生 26 名 

・越部小学校：令和 6 年 11 月 8 日  対象：小学校 4 年生 31 名 

・龍野東中学校：令和 7 年 2 月 21 日 対象：中学 2 年生 96 名 

参加スタッフ：鷹取氏（赤穂市民病院）、西本氏（龍野中央病院） 

車椅子体験学習 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

      

 
 

令和 6 年度 第 ２ 号  通算 81 号 

発行・編集  西播磨支部運営委員 

発行責任者  支部長  反橋 浩二 

令和 6 年度の支部活動   

西播磨支部では、たつの市の小学校を対象とした車椅子体験や

赤穂市で開催される健康まつりに参加して地域住民の方々の体力

測定など行っています。そのため、ご協力頂ける会員の方はＬＩ

ＮＥ ＱＲコードよりスタッフ登録を行ってください。登録がう

まく行えない場合は公益事業課 鷹取（赤穂市民病院）・西本（龍

野中央病院）または事務局までご連絡ください。 

 

 



第１8 回 西播磨支部学習交流会 〈新人発表会 支部主催症例検討会〉 

日時：令和 7 年 １月 19 日（日） 会場：はくほう会医療専門学校 赤穂校 ９：００～受付 9：2.0～開始   参加者：21 名 

 

今年度は約 5 年振りにはくほう会医療専門学校にて対面開催されました。内容として西播磨支部学習交流会、支部主催症例検討会が開催されました。開会式にて反橋支部長より開会の挨拶とともに、勉強会の案

内や交流会のアナウンス、発表者へのアドバイスがありました。続いて、昨年度の新人発表優秀賞に選ばれた和田先生（龍野中央病院）の表彰式が行われました。表彰状授与を行い、写真撮影とコメントを和田先生

より頂きました。その後、兵庫県理学療法士会の活動報告として理事の熊谷先生より間瀬会長のビデオやＨＰＴＡインフォメーションサービスの案内、学術大会への案内がされました。 

 その後、新人発表会に入り、2 名の先生方の口述発表が開催されました。発表時間５分、質疑応答５分で設定しておりましたが、質疑非常に充実したやりとりがありました。大きなトラブルもなく終える事ができ

ました。発表の姿勢としては、しっかり作りこまれた内容でしっかり練習した姿を感じました。職場の 

先輩方のご指導やリハーサルを行った効果なのか落ち着いた発表をされていました。質疑応答はコメン 

テーターだけでなく、一般の参加者からも積極的に行なわれ、発表会は盛り上がりをみせていました。 

発表終了後には別室を利用して発表者に対し、座長とコメンテーターよりフィードバックが行われまし 

た。発表された先生方本当にお疲れ様でした。どの発表も非常に素晴らしい内容でした。この経験を糧 

に今後の発表に繋げてください。 

 最後になりますが、発表会を行うにあたり尽力頂けました所属施設の皆様ありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県理学療法士会の活動報告 

      兵庫県理学療法士会 理事 熊谷先生 

 

 兵庫県理学療法士会の活動報告として、間瀬会長の動画にて 

高齢者のリスクやリハビリテーションの体制、PTに求められる

事についてお話頂きました。又、新人会員に対して活動内容が

報告された。当日に参加して頂いた熊谷先生からは全体の参加

者に対して学会や今後の勉強会の案内とＨＰＴＡメールサ―ビ

スの案内がありました。新人発表前であったため、発表の控え

る新人会員に激励の言葉も頂きました。 

 

支部主催症例検討会 

 

テーマ：「大腿骨転子部骨折を伴う脳梗塞患者に、ウェルウォークと FES

を併用し歩行と耐久性が改善した一例」 

症例提示：赤穂中央病院 大橋先生 

 

発表内容がしっかり作られており、参加者が患者像をイメージしやすい

ものでした。又、評価結果や動画がしっかり用意してあり質疑応答では

予定の時間では足りないぐらいのやりとりがありました。 

 
 

事 業 報 告 

昨年度優秀賞の和田先生より新人発表会にて優秀賞に選ばれ

たコメント 

この度は優秀賞をいただくことができ、誠に光栄です。 この優

秀賞は患者様やご家族様の協力を始め、支えてくださった先輩

方、同期の皆様 

のおかげです。 今回の経験で、相手に伝えることの難しさや対

象となる患者様に合った治療介入を日々模索し、治療内容を更新

していく必要性を学ぶことができました。  

介入当初は、次々と出てくる課題にどう対応していくか、治療内

容に反映させていくのか、試行錯誤を重ねる日々でした。  

この経験を踏まえて、今後も患者様に寄り添った介入が出来るよ

うに日々精進して参ります。  

この度はほんとうにありがとうございました。 

龍野中央病院 和田 知有紀 氏       



西播磨支部新人発表説明会 

 

日時：令和 6 年 9 月 6 日（金）19:00～20:00  会場：信原クリニック   

新人会員に対して新人発表会の説明を行いました。新人会員は 4名が参加されました。新人発表の趣

旨と期日、抄録・口述演題の作成方法と注意点等を中心に説明しました。昨年度の優秀演題に選ばれた

先生より口述発表を行っていただき、新人会員の皆様にもイメージがしやすかったかと思います。 

中播磨・西播磨合同研修会〈ＺＯＯＭ開催〉 

 

日時：2024年 11 月 14 日(木）19：00-20:30  開催方法：Zoom  参加者：239 名 

講師：野村 卓生 先生（関西医科大学 リハビリテーション学部） 

内容：糖尿病理学療法の最新知見とベストプラクティス 

まず、糖尿病の基礎知識について分かりやすく教えていただきました。また、筋力低下のメカニズムや

健常者との比較した例など臨床に繋げやすい内容でした。糖尿病患者に対するの運動療法や電気療法な

ど臨床的な内容で業務に反映できそうな研修会であったと思います。 

西播磨支部勉強会 

 

日時：令和 7 年 1 月 31 日 発表者：板野先生（信原クリニック）  

内容：「サッカー大会サポートにおける応急処置の実際」 31 名 

サッカーサポート活動における PTの役割について、ルールの説明を始め、選手にどういった怪我が多

いか過去のデータをもとに教えていただきました。実際に用いた道具や事例紹介をして、参加者がイメ

ージをつけやすい内容でした。 

赤穂しあわせフェスティバル 

 

日時：2024 年 11 月 24 日(日）9：00-15：00     開催場所：赤穂市総合福祉会館  

内容；ポスター展示・パンフレット配布・握力測定     来場者：108 名 

参加スタッフ：松田氏（龍野中央病院）、山口氏（龍野中央病院）、黒川氏（龍野中央病院） 

西本氏（龍野中央病院）、鷹取氏（赤穂市民病院） 

コミュニティ向上事業 西播磨支部フットサル大会  

 

日時：2024 年 11 月 10 日(日）9:00-12:00 

会場：ダイセル播磨光都サッカー場 第二多目的グランド 

参加者：大人 15 名 子供 6 名 

西播磨支部にてコミュニティ向上事業にてフットサル大会を開催しました。まず、自己紹介を行い、

参加者全員で準備体操を行った。その後、チームメンバーを何度か変更して試合をしました。本事業

により会員同士の会話やチームワークなど交流を深めることができました。終わりには支部長より挨

拶をいただき、みんなでコート周辺のゴミ回収や片付けを行いました。機会があれば第二回開催を検

討していきたいと思います。 
コミュニティ向上事業 新人発表慰労会・会員交流会 

 

日時：令和 7 年 2 月 21 日（金）19：30～21：30  会場：だるく亭  

内容：新人発表慰労会＆交流会  参加：新人 1 名 一般 9 名 

皆様で食事をしつつ会員交流をして頂いた。尚、食事については感染症リスクを軽減するためにコー

ス料理に配慮した。また、新人が 1人の参加であったため積極的に声掛けを行い、新人発表や病院での

事など様々な内容で話を行い、全体で楽しんでもらえる雰囲気作りを行った。  

 

課題として参加者を増やしていくために、出来るだけ早く広報ができるように案内のタイミングを見直

して次回の取り組みとしたい。  

 

  

 

  

 

  

 

  

 

  

西播磨支部勉強会 

 

日時：令和7 年 2月12 日（水） 19：30～21：00  開催方法：ZOOM  参加者：8 名 

テーマ：「脳血管性パーキンソニズム様の歩行障害がBody Weight Support Treadmill Trainingによ

り軽減した一例」  発表者：赤穂中央病院 川崎 修弥 氏 

目標設定や評価方法について病期の違いにおける議論が展開され幅広いやりとりができた。 

  
 

西播磨支部研修会 

 

日時：2024年 8 月 25 日(日） 10:00-12:00   開催方法：Zoom   参加者：34 名 

講師：木村 大輔先生（川崎医療福祉大学 リハビリテーション学部理学療法学科） 

テーマ 『実践に活かすクリニカルリーズニング~臨床現場や症例報告への活用とグループワークを通じ

た共同学習〜』 

臨床推論という難しい内容について非常に分かりやすく説明を頂きました。グループワークでは非常に活

発な話し合いになっていました。西播磨支部の中でも本研修会の内容を今後の勉強会にいい形で活かして

いきたい意見もありました。皆様にとっても良い経験になったかと思います。 

西播磨支部勉強会 ＆ 西播磨支部会員交流会 

 

日時：2024 年 11 月 7 日(木）19:30-21:00   開催方法：Zoom   参加者：15 名 

内容：会員交流会（運営委員・新人会員の自己紹介支部運営の内容など） 

  症例検討会 症例：転倒を繰り返す一症例 事例提示者：佐用中央病院 原井 瑞穗 氏 

 

 会員交流会と西播磨支部勉強会として症例検討会を併せて開催しました。運営委員会の紹介や各課の活

動、新人会員の自己紹介を開催しました。症例検討会では発表提示に対して、グループに分かれて検討事

項についてディスカッションを行いました。 

職能課   担当：橋本 宣昭 （はくほう会医療専門学校赤穂校）  

R6 年度上半期は 9 月に西播磨支部ネットワーク懇親会を対面で開催しました。診療報酬・介

護報酬改定について、決定に至るまでの過程について説明を聞きながら意見交換会を実施しまし

た。下半期は 3 月に「西播磨支部の活動をみんなで考えよう」というテーマでオンラインで実施

予定です。是非ご参加ください。来年度も西播磨支部の横のつながりを作っていけるような活動

ができればと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

令和 6 年度  各課より活動総括 



◇会員状況◇ 

支部会員数： 244 名（自宅会員： 17 名含む）・施設数： 51 施設       

転入・転出などの会員異動の際には、必ず協会ホームページからマイページへアクセスし、個人情

報の修正をお願いします。また事業内容に関するご質問やご意見、ご相談がある方は西播磨支部運営委

員会事務局までご連絡ください。 

西播磨支部運営員会 pt-westharima@outlook.jp 

支部 HP ≪会員パスワードについては各施設への案内メールに記載しています≫ 

西播磨支部ではホームページと Facebook による情報発信も行っております！活動報告や研修

会情報なども随時更新していく予定ですので、ぜひお気に入り登録、いいね！をお願いします。 

令和 7 年度 新人就職状況アンケート実施について 

 例年実施している新人就職状況のアンケートを４月に実施いたします。各施設ご多忙中と

は思いますが、アンケートのご協力よろしくお願いします。また、近隣施設で新しくＰＴを

採用した等の情報がありましたら、事務局までご連絡ください。 

編集後記及び活動総括 

 昨年度に引き続き、広報企画課を担当させて頂きました。広報では事業のお知らせや事業

報告をＨＰや広報誌を利用して行ってきました。西結記では今年度２回（80号・81号）の

発行を行うことができ、大変嬉しく思います。今年度よりメールでの配信となり、レイアウ

ト調整を行いました。企画課では新人交流会として ZOOM を利用した運営紹介や新人自己

紹介の場を設けることができました。コミュニティ向上事業ではフットサル大会を計画し、

参加人数や課題はありましたが無事に執り行う事ができました。学習発表会の後には慰労会

と交流会を行い、会員間での交流を深める事が出来ました。    広報企画課 津田祐介 

 

研修課   担当：吉澤 悠喜（赤穂中央病院） 、 橋本 宣昭（はくほう会医療専門学校赤穂校） 

R6 年度は、支部研修会（実践に活かすクリニカルリーズニング）、西中播磨合同研修会、支部勉強会（3

回）を開催し、会員の皆さまと学びを深めることができました。ご協力に感謝申し上げます。R7 年度は、

支部勉強会をさらに充実させ、臨床推論や理学療法の流れを学ぶコースを企画し、臨床や症例報告に活か

せる内容を検討中です。引き続き、共に学びを深めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

新人教育課  担当：川見 優貴（兵庫県立リハビリテーション西播磨病院） 、吉岡邦彦（赤穂中央病院） 

近年の新人発表では、会員が PT 協会に入会しない傾向や、協会内でもポイント付与がないためか、発 

表者が減少傾向にあります。但し、実際に発表を行われる会員のレベルは上がっており驚きが大きいです。

そのような状況から、現在の当支部での新人教育課の役割は「新人発表の一段階先の症例報告へステップ

アップする橋渡し」ではないかと思い至りました。そのために、来年度は研修課とコラボし症例報告の土

台作りから励んで参ります。 

 

 

 

 

災害対策課   担当：伊藤 颯人 、 反橋 浩二（佐用中央病院） 

近年、台風・大雨・地震・噴火・大雪・戦争など多くの災害に見舞われる中で、災害にどのように関わ

っていけるかが問われているように思います。そして、そう遠くない未来に南海トラフ地震が発生するだ

ろうといわれている中で、災害に対する幅広い知識が必要だと日々感じています。私自身、研修会や県の

ハザードマップなど多くの媒体を通して継続的に対策して行ければと思います。今年度もよろしく願いい

たします。 

 

 

 

 

公益事業課    担当：鷹取 春佳（赤穂市民病院） 、 西本 典昭（龍野中央病院） 

今年度も大変お世話になりました。今年度から小中学生を対象にした車椅子体験が再開しました。理学

療法士だからこそ伝えられる車椅子利用者や介助者の気持ちや苦労話など、子供達にとっては良い体験に

なったと思います。赤穂市のしあわせフェスティバルでの市民向け体力測定も前年度同様に継続していま

す。公益事業を通して理学療法士の職域を少しずつ拡大していければと考えています。来年度も実施予定

ですので会員の皆様のご参加をお待ちしております。 

スポーツ活動支援課   担当：板野 哲也（信原クリニック） 

今年度は、野球のＵ-18 日本代表のサポート活動についての研修会と２度のサッカー大会のサポート活

動、また支部勉強会では「サッカーサポートにおける応急処置の実際について」お話させていただき、現

場活動の様子を知っていただける内容の研修会と勉強会を開催させていただきました。来年度もスポーツ

の現場活動に参加したくなるような研修会などを企画していきたいと思います。一年間ありがとうござい

ました。来年度もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

退任の挨拶 

広報企画課  津田 祐介 （半田中央病院） 

今回、運営委員を退任する事になりました。広報企画課を担当させて頂いて約 9 年間 

が経ち、委員でないと出来ない経験を沢山させて頂きました。相手に対する伝え方や掲載

方法を学ぶ事ができ、この経験は臨床業務に活かして参りたいと思います。また企画する

上で相手に参加しやすい環境をどう作れるか勉強になったので、今後の業務の中でも相手

の立場で考え仕事に励んでいきたいと思います。皆様、お世話になりました。 

 

災害対策課  伊藤 颯人氏（自宅会員） 

今年の 3 月をもちまして運営委員を退任させていただくこととなりました。運営委員の

活動を通して、多くのことを勉強させていただきありがとうございました。皆様の今後の

ご活躍を心より願っております。 

HP に関するお知らせ ※ネットでページが閲覧できない事例がある為、ご迷惑をおかけします。 

改めて URL を掲示致します。≪ 誤り ➡ https：// 正しい ➡ http：// ≫ 

正しくは ➡ http://pt-westharima.sakura.ne.jp/  


